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キャリア教育の正課への導入と 

PROG との連携 



芝浦工業大学における PROG 利用の現状 
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 1 年生 

    入学時に全員受験 

 3 年生 

          後期（就活開始直前）に全員受験（目標） 

 その他 

          教育効果の検証のために，学科，授業クラス， 

    プロジェクト等の単位で随時実施 
 



パネル調査による基礎力の経年変化の測定 
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 芝浦工業大学 工学部 応用化学科  

   学生 75 名  

     2012 年度 1 年次        2013 年度 2 年次 

 1 年間の PROG スコアの伸びを測定 

           2012 年 12 月 3 日        2014 年 1 月 8 日 
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リテラシーの各項目 

 リテラシー全般，とくに課題発見

力や構想力が大きく伸びている． 

リテラシー総合点
の分布 

 分布が高得点側

へシフトしている． 
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PROG スコアの経年変化 

コンピテンシーの各項目  コンピテンシーも全体的に伸びている． 



基礎力の向上と正課教育の関係 
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応用化学科専任教員全員にアンケートを実施 

疑問： 

• 基礎力（ジェネリック・スキル）の向上に，正課教育

は効果があったのだろうか． 

• どのような科目がどのような項目の向上に効果が

あったのだろうか． 

• そもそも教員は，授業において，基礎力の育成をど

の態度意識しているのだろうか． 



基礎力育成に対する教員の意識 

7 

応用化学科専任教員全員にアンケート 

 1 : 全く当てはまらない 

 2 : やや当てはまる 

 3 : 当てはまる 

 4 : よく当てはまる 

「先生の授業では下記の力を育成するような 

  取り組みを行っていらっしゃいますか？」 
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 1 : 全く当てはまらない 

 2 : やや当てはまる 

 3 : 当てはまる 

 4 : よく当てはまる 

リテラシー コンピテンシー 

1, 2 年次の科目についての回答 

 とくに実験科目と「工業化学概論」でリテラシー

とコンピテンシーの育成が意識されている． 

科目名 単位数 
1年次 2年次 授業 

形態 
コマ数 

情報 
収集力 

情報 
分析力 

課題 
発見力 

構想力 親和力 協働力 統率力 
感情 
制御力 

自信 
創出力 

行動 
持続力 

課題 
発見力 

計画 
立案力 

実践力 

前 後 前 後 

分析化学１ 2   ○     講義 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

物理化学１ 2   ○     講義 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 2 1 1 1 

無機化学２ 2   ○     講義 1 1 2 2 2 1 1 1 1 1 1 2 2 1 

有機化学２ 2   ○     講義 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2 2 

物理化学２ 2     ○   講義 1 1 2 1 1 1 2 1 1 1 2 1 1 1 

化学工学２ 2     ○   講義 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 

有機生物化学 2     △   講義 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

化学分光学 2     △   講義 1 2 3 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

生物化学１ 2       ○ 講義 1 4 4 4 4 4 2 1 1 4 4 4 2 4 

有機反応論 2       △ 講義 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 

分析化学実験 3     ◎   実験 4 4 4 3 3 3 3 2 2 3 3 3 4 3 教員A 

                1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 教員B 

                2.5 3.0 2.5 2.5 2.5 2.5 2.0 2.0 2.5 2.5 2.5 3.0 2.5 平均 

応用化学実験 3       ◎ 実験 4 1 2 1 1 2 2 1 2 2 2 1 3 2 教員C 

                2 3 3 2 4 3 2 1 2 3 2 2 2 教員D 

                4 4 1 1 4 3 3 3 4 3 3 3 1 教員E 

                2 3 2 2 3 3 2 2 2 2 2 3 3 教員F 

                2.3 3.0 1.8 1.5 3.3 2.8 2.0 2.0 2.5 2.5 2.0 2.8 2.0 平均 

工業化学概論 2 ◎       講義 1 4 4 4 4 4 4 4 3 3 4 4 3 3 

「先生の授業では下記の
力を育成するような取り
組みを行っていらっしゃ
いますか？」 

基礎力育成に対する教員の意識（1） 



キャリアデザインに重点をおく授業 

工業化学概論 （1 年次後期 必修科目） 

初年次教育科目として実施 

■ 授業計画 

1. 工業化学概論の概略説明 

2. キャリアサポート課の紹介 

3. 将来就きたい職業・職種に関する調査 

   グループ分け  

4. 将来就きたい職業に関する調査 

5. 将来就きたい職業・職種に関する討論 

6. 将来就きたい職業・職種に関する発表準備 

7. オリエンテーション合宿 

8. 社会人講師による講演（企業における技術 

   開発） 

9. 社会人講師による講演（生活日用品開発に 

   ついて） 

10. 材料工学科教員による講演 

11. 豊洲day，研究室見学と先輩（卒研生， 

   大学院生）インタビュー 

12. 社会人講師による講演（研究・技術開発の 

   実例） 

13. 社会人講師による講演（技術営業について） 

14. 学生相談室の紹介 

15. 将来就きたい職業・職種についての再検討， 

   大学での学習計画の策定 

■ 授業のねらい及び具体的な達成目標  

(1) 主要専門科目の学習内容やポイント，研究

室とはどのようなところか，研究室配属まで

に勉強しておくことなどを理解し，自分なりの

学習計画を立てる． 

(2) 将来就きたい職業について調査し，大学で

何を学び，何を身につけるべきかを理解する． 

(3) 社会人講師の講義から工業界というものを

理解し，講師の経験談とアドバイスから，大

学で何を学び，何を身につけ社会人になる

べきかを理解する． 

9 
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 1 : 全く当てはまらない 

 2 : やや当てはまる 

 3 : 当てはまる 

 4 : よく当てはまる 

リテラシー コンピテンシー 

3, 4 年次の科目についての回答 

 講義科目では，特定の教員だけが基礎力の育

成を意識している． 

「先生の授業では下記の
力を育成するような取り
組みを行っていらっしゃ
いますか？」 

基礎力育成に対する教員の意識（2） 
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 1 : 全く当てはまらない 

 2 : やや当てはまる 

 3 : 当てはまる 

 4 : よく当てはまる 

リテラシー コンピテンシー 

3, 4 年次の科目についての回答（実験科目） 

 実験科目では，基礎力の育成を意識している

教員が多い．しかし，教員による個人差もある． 

「先生の授業では下記の
力を育成するような取り
組みを行っていらっしゃ
いますか？」 

基礎力育成に対する教員の意識（3） 
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 1 : 全く当てはまらない 

 2 : やや当てはまる 

 3 : 当てはまる 

 4 : よく当てはまる 

リテラシー コンピテンシー 

4 年次の科目についての回答（卒研，セミナー） 

 卒研，セミナーでは，基礎力の育成が強く意識

されている．しかし，ここにも教員による個人差

がある． 

「先生の授業では下記の
力を育成するような取り
組みを行っていらっしゃ
いますか？」 

基礎力育成に対する教員の意識（4） 



専門教育に組み込まれたキャリア教育 
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大学設置基準の改訂やキャリア教育重視の流れの中で 

  専門教育に埋もれたキャリア教育の要素を 

    可視化する必要性が生じている． 

• そもそも，工学教育は技術者の育成を目指した実

学教育である． 

• とくに本学では，実学教育を重視してきた． 

• 専門教育の「文脈」の中で，ジェネリック・スキル を

育成するのが望ましい． 



芝浦工業大学 建学の精神とキャリア教育 

14 



基礎力育成に重点をおく授業の可視化（計画） 

シラバスにおけるキャリア教育科目の表示を提案 

■ 目的  

• 正課におけるキャリア

教育の全体像の把握

と，点検や自己評価

への利用 

• 学生の学修計画立案

や学修履歴の振り返

りの支援 

• 受験生やその保護者

へのキャリア教育の

現状のアピール 
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■ 表示内容  

• 科目全体ではなく，科目の中のキャリア教育の要

素に着目．キャリア教育の要素を含む科目をリスト

アップ． 

• 担当教員が基礎力の育成を意図しているかどうか

という観点で，キャリア教育の要素の有無を判定． 

• 表示内容は，PROG の評価項目と関連させる 

キャリア教育で高める力 定義 

知識活用力  知識を活用して課題を解決する力 

対人基礎力  他人からの信頼を築き，チームを動かす力 

対自己基礎力  自分の感情をコントロールし，主体的に行動する力 

対課題基礎力  課題解決に向けて，計画し行動する力 



シラバスにおけるキャリア教育科目の表示の具体的方法 
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■ 入力・表示方法  

• 担当教員がシラバス編集時に入力する（2015 年度のシラバスから表示予定） 

  

入力画面（イメージ） 表示画面（イメージ） 

基礎力育成に重点をおく授業の可視化（計画） 

知識活用力を育成する科目 

対人基礎力を育成する科目 

対自己基礎力を育成する科目 

対課題基礎力を育成する科目 
キャリア科目 

対人基礎力を育成する科目 

キャリア科目 
育成する基礎力フラグ（選択して下さい） 



基礎力育成に重点をおく授業の可視化（計画） 

今後の展開 

 学科，学部，全学，各レベルでのキャリア教育実

施状況の点検 

 PROG で評価した学生の成長実績との比較検討 

 学生の学修計画立案や学修履歴の振り返りにお

ける活用促進 

  （学生に使用・評価してもらうことによって，システ

ムを改良） 

 e ポートフォリオとの連携 
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e ポートフォリオにおいて  
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e ポートフォリオとの連携（計画） 

学生のための 

eポートフォリオ 

学生プロフィール 

基本情報 

ラーニング（学修）
ポートフォリオ 

学習・教育目標を
達成するための
計画と実績 

各科目の学習・教
育目標の達成成

果、履歴 

卒業研究・PBL等
のルーブリック 

履修計画作成 

システム 

キャリアポートフォ
リオ 

ジェネリックスキ
ルのアセスメント
（PROG） 

自己発見 

レポート 

マイキャリア 

デザインノート 

課外活動のポート
フォリオ 

語学ポート 

フォリオ 

CEFRのルーブ
リック（CANDO) 

TOEIC/TOEFLの
成績履歴 

語学e-Learning
のポートフォリオ 

リサーチ 

ポートフォリオ 

研究業績入力シ
ステム 

研究の計画、履
歴、成果 

プレゼンテーショ
ン・ポートフォリオ 

学生の作品、成
果物 

連携機能 

SNS連携機能 

併設中高のポート
フォリオとの連携

機能 

• キャリア科目の履修歴の振り返り 

• PROG のスコアの向上との比較 

• 上記の結果の今後の学習計画への反映 

      などを行うことができるようにする．  


